
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２８回 青梅市公共交通協議会 
 

 

基本計画推進状況について 
 

１ 報告事項 

（１）市広報紙による公共交通の利用促進について 

（２）観光におけるＭＭについて 

２ 協議事項 

（１）学校教育におけるＭＭについて 

（２）事業所におけるＭＭについて 

（３）公共交通ガイドの変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月２８日 
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１ 報告事項 

（１）市広報紙による公共交通の利用促進について 

 

広報おうめに、公共交通に関する以下の啓発記事を掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報おうめ」平成３０年９月１５日号（42,400 部印刷発行） 

配布方法：新聞折込 31,800 部、個別配達 5,100 部、残部は公共施設、駅やスーパー等で配布 
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また同広報内容を、より詳しく掲載した専用ページを市のウェブサイトに開設した。 

（http://www.city.ome.tokyo.jp/machizukuri/mm-publictransport-user.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.city.ome.tokyo.jp/machizukuri/mm-publictransport-user.html
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（２）観光におけるＭＭについて 

公共交通を利用して高水山へ行くための情報提供チラシを作製、配布した。 

７月から配布を行っているが、８月・１０月には、上成木バス停の降車 IC タッチ数が、前年同

月比で３倍以上の伸びとなっており、公共交通の情報提供チラシについては、一定の利用促進

効果がうかがわれる。（９月は雨天が多く、ハイキングには適さなかったものと考えられる） 

 

表 高水山のチラシ配布場所 

配布場所 配布部数 

（配架部数） 

実施状況 

青梅市物産展（杉並区／青梅市交流自治体） 300部 配布済 

東京観光情報センター（東京都庁１階） 100部 配布済 

東京観光情報センター多摩（立川駅エキュート３階） 100部 配布済 

青梅駅前観光案内所 100部 配布済 

JR青梅線（青梅駅） 200部 配布済 

青梅市ウェブサイト 電子媒体 掲載済 

合  計 800部  
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表 都営バス梅76甲 上成木バス停 降車ＩＣタッチ数

平成29年 平成30年

（回）

▼チラシ配布開始７月から

▼公共交通ガイド配布開始４月から

（表紙に高水山ハイキング情報を掲載）

3.2倍

3.1倍
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２ 協議事項 

（１）学校教育におけるＭＭについて 

青梅市立成木小学校において、交通環境学習（公共交通に関する様々な知識の習得）の時

間を確保していただけることとなり、現在学習内容について検討を行っている。 

①交通環境学習の目的 

 小学生（低学年）を対象に、路線バスを用いた乗車体験を通して、乗降の仕方やマナー、

公共交通としての路線バスの大切さ等について学習してもらう。 

 学習を通して、路線バスに興味や親しみを持ってもらい、路線バスに乗車する機会の増加

や、将来も移動手段の一つとして自然に選択できるような意識の醸成をはかり、路線バス

の永続的な利用促進につなげる。 

②対象 

 青梅市立成木小学校の１年生（10 名）、２年生（11 名）の合計 21 名 

③実施日時 

 平成 31 年 2 月 12 日（火）または 26 日（火）で調整中 

 9:30～10:15 の 1 コマ 45 分間 

④実施場所 

 座学は、教室で実施 

 乗車体験は、成木小学校の隣接駐車場 
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⑤具体の実施内容 

所要時間 講座 実施 学習内容 

15分 

 

※移動時

間含む 

座学 クラス担任 

 

※必要な資料

等はコンサル

タントが用意 

チラシやスライドを用いて乗り方、ル

ール等を説明する 

・市内の公共交通の概要 

・身近なバス路線の行先 

・時刻表の調べ方 

・バスの乗り方・降り方 

・整理券と運賃表の見方 

 

30分 乗車体験 バス事業者 

 

隣接駐車場に路線バス車両を持ち込

み、乗車体験を実施する 

・バス車両の見学（座学内容の体

験：乗車方法やマナー） 

・バリアフリーに対応した低床バス

車両の学習 

・車いす利用者の介助の仕方（スロ

ープ体験） 

・運転席体験（死角やバックミラー） 

・内輪差、オーバーハング等の危険 
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（２）事業所におけるＭＭについて 

青梅市三ツ原工業団地において、事業所ＭＭの可能性を探るため、三ツ原工業会へのヒア

リングを行った。 

①ヒアリングの目的 

 青梅市では、近年の少子高齢化に伴い通勤・通学交通が減少し、公共交通の維持が困難

になりつつある。このような中、青梅市公共交通協議会では公共交通の利用促進に取り組ん

でいる。 

 三ツ原工業団地には、比較的高い頻度で路線バスが運行され、公共交通による通勤の利便

性は一定程度確保されているものの、運行本数は 5 年前と比べて 20 本（2 割近く）減少して

いる。現行の運行本数を維持するため、通勤における公共交通の利用促進を図っていく必

要がある。 

 このため、三ツ原工業団地の企業・従業員を対象とした通勤における公共交通利用促進の

取り組みの可能性について、意見をうかがう。 

 

 

表 三ツ原循環（西東京バス） 

の運行本数 

2013年 9月 116本 

2018年 9月 96本 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ヒアリングの結果 

 12 月 25 日に三ツ原工業会にヒアリングを行った。 

 三ツ原工業会の会員は 77 社であり、8 割程度が加入している。 

 団地内の駐車場は、工業会が地主から一括して土地を借りていて（現在７か所）、工業会が

各企業と契約して、利用者に割り当てている。現在は満車状態。 

 電車・バスなど公共交通の定期代は全額支給されるが、駐車場代（6000円）は一部しか支給

されない企業が多い。ガソリン代は距離に応じて一定額支給される企業が多い。 

 来年１月に開催される三ツ原工業会の役員会で取り組みについて説明を行い、その後会員

企業へ取り組み意向に関するアンケートを行うことを了解いただいた。 

  

■三ツ原工業団地 
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③今後のスケジュール 

（2019年 1月） 

 三ツ原工業会役員会で説明 

 会員事業所に対しアンケート調査を送付 

【個別企業アンケート項目】 

 従業者数、主な居住地 

 通勤時の交通手段の割合（マイカー、公共交通、徒歩・自転車） 

 交通手段の選択は従業員の自由か、または何か決まりがあるか（交通手段を選択

する理由） 

 通勤手当の支給状況 

 駐車場の不足 

 通勤時の交通全般に関する問題の有無 

 路線バス（三ツ原循環）への改善要望 

 マイカー利用抑制や公共交通推奨等の交通環境向上に関する取り組みを行って

いるか、または今後行う意向はあるか。 

 

（2019年 2～3月） 

 アンケート結果から、取り組み意向がある事業所を選定、依頼 

（2019年 4月～） 

 マイカー利用抑制や公共交通推奨等の交通環境向上に関する取り組みの実施意向があ

る事業所を対象として、公共交通利用促進に対する取り組みの支援を実施する 

 具体的には、従業員へバスマップや啓発チラシを配布し、その前後での公共交通の利

用状況の変化を調査 
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【参考：他都市における事業所ＭＭの実施事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「職場交通マネジメント」の手引き／JCOMM日本モビリティ・マネジメント会議 
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出典：「職場交通マネジメント」の手引き／JCOMM日本モビリティ・マネジメント会議 
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（３）公共交通ガイドの変更について 

①現在の公共交通ガイドの課題 

 紙面がＡ３判１枚もの（4 ページ分）のため、情報量が限られる 

 系統図の線が複数重複していて見づらい 

 文字が小さい 

 時刻表が平日・休日のみで、土曜日の時刻表がない 

②改善案の検討 

 紙面を増大する。 

→現在の予算で作成可能なＡ４判冊子形式とＡ２判１枚ものについて検討した結果、Ａ４

判冊子形式としたい。 

 系統図をできるだけシンプルに表現する。 

→１系統１本の線を、主要方面ごとに１本の線に変更したい。 

 文字サイズを大きくする。 

 土曜日の時刻表を掲載する。 

1）紙面増大の検討 

表 紙面サイズの検討 

 現在のもの 改善案１ 改善案２ 

仕様 

 

Ａ３判－１枚もの Ａ４判－冊子形式 Ａ２判－１枚もの 

紙面量 

Ａ４換算 

４ページ １２ページ ８ページ 

出来形 

サイズ 

Ａ４×1/2 

 

 

 

 

 

Ａ４ 

 

 

 

 

 

Ａ４×1/3 

 

 

 

 

 

情報量  改善案１の方が情報量は多く確保できる。 

路線図の

大きさ 

 改善案２の方が路線図は大きくなるが、線を少なくしたり文字を大きくすること

で、現状サイズでも問題ないと考えられる。 

携帯性  改善案２の方が小さく折りたためるので携帯性に優れる。 

紙面の見

やすさ 

 改善案１は冊子なので内容が見やすい。 

 改善案２は折りたたんでいるので広げて見る必要がある。また、何回も広げたり

折ったりすると破れてしまうおそれがある。 
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2）系統図をシンプルに表現するイメージ 

 現状は系統ごとに１本の線で表しており、線をたどっていけば、その系統がどこへ行くかわか

るが、多くの線が重複するとわかりにくくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 系統の方面ごとに１本の線にまとめ、線の横に系統番号を記載することで、線をわかりやすく

する。（例：飯能市バスルートマップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


